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価値創造の源泉
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Value Creation Journey

1  数々の実績が証明する高い技術力

　横浜ゴムが長年積み重ねてきたタイヤ製造技術と品質への高
い信頼性が評価され、国内自動車メーカーはもちろん、ポルシェ
やメルセデスAMG、BMWなど、名だたる欧州自動車メーカーの
プレミアムカーに新車装着されています。さらに国内外のモー

タースポーツに参戦することで、過酷な条件下で高い運動性能と
安全性を持つタイヤ開発技術のノウハウを蓄積しています。ま
た、当社のラバーテクノロジーを活かして世界で初めて開発した
「ヨコハマ空気式防舷材」は、石油、鉱業、漁業、海洋掘削などの
あらゆる分野で船舶の洋上における接舷用および港湾における
接岸用資材として世界中で広く使用されています。

2  世界で数社の生産財タイヤのスペシャリティー

　生産財タイヤは、開発・生産に特に高度な技術力が要求される
ため、対応できるメーカーが限られる一方で、経済発展による食
料の増産や物流の拡大により、今後ますますの需要拡大が見込ま
れる高収益・成長分野です。当社はこうした事業環境の変化を見
据えて生産財、中でもOHT事業の比率を高めるべく2016年に
Alliance Tire Group B.V.（ATG）を買収し、農業機械用、林業機械
用タイヤ事業の展開を強化しました。2017年には愛知タイヤ工

業を買収し、2021年より「Yokohama Off-Highway Tires（YOHT）」
の名で事業統合を進めてきました。そして2023年のTrelleborg 
Wheel Systems Holding AB（TWS）の買収完了によって、Tier1か
らTier3までのブランド展開と、商品ポートフォリオのフルライン
アップ化が完成し、OHT市場における売上ランキングも世界第3
位（当社推定）まで向上しました。今後はグローバル22か所のOHT
生産拠点の相互活用や原材料の共同購買などの事業シナジーを
活かして、世界市場で高い競争力を発揮していきます。
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3    多品種と少量生産が可能な生産方式

　メーカーの使命は「良いモノを、安く、タイムリーに」提供する
ことと考え、グローバルでさまざまな製品ラインアップに対応す
る幅広い生産ラインを保有しています。乗用車用、トラック・バ
ス用のサマー／オールシーズン／ウィンタータイヤ、そしてモー
タースポーツ用タイヤまで、地域ごとに異なるニーズに対応す
るべく、スピーディーかつ柔軟に生産能力を拡大できる独自の
多品種少量・小規模生産方式を採用し、日系タイヤメーカーとし
て初めてベトナムに進出しました。細かい需要に対応できる多

品種少量生産方式は、当社の強みとして競争優位性につながっ
ています。生産拠点においては、ジャストインタイム生産などを
組み合わせることで、需要の変動に迅速に対応しながら、多様な
製品を効率的に生産することができます。
　生産にはデジタル技術も積極的に活用しており、生産計画や
生産ラインのモニタリングにおいて、リアルタイムの情報を活
用することで、生産プロセスの可視化と最適化を図っています。
データ分析や予測モデルの活用により、需要予測や生産計画の
最適化を行い、より確度の高い多品種少量生産体制を実現して
います。

4   市場ニーズにタイムリーに応える 
研究開発体制

　横浜ゴムは、市場に近い地域にタイヤ研究開発拠点を設置す
ることで、現地のニーズに合ったスピーディーな新商品投入を進
めています。グループ全体では、日本、タイ、中国、米国にタイ
ヤ研究開発センター、日本、タイ、スウェーデンに4つの総合タイ
ヤテストコースを設置しています。
　また、早くから新たな技術や素材の開発に取り組んでおり、環
境負荷の低いサステナブルな素材への需要の高まり、エネルギー
効率の向上、自動車業界のデジタル化など、市場のニーズや社

会的な環境課題に対応するための技術革新に取り組んでいます。
これまでも2014年にタイヤ周りの「音」を可視化するシミュレー
ション技術を世界で初めて実現するなど、高度なシミュレーション
技術を駆使して他社の先駆けとなる技術を開発してきました。タ
イヤ設計においても新しい視点である「エアロダイナミクス技術」
を取り入れ、タイヤの空気抵抗低減だけでなく車全体の空気抵抗
低減を目指した製品開発に取り組んでいます。
　また、情報管理システムやデータ解析の能力強化に ITを活用し
ており、その一環として、膨大な仮想実験を可能とするデジタル
AIを活用したタイヤの特性値予測システムを独自に開発し、多岐
にわたるタイヤ開発に役立てています。

5  充実したグローバルネットワーク

　横浜ゴムは、世界各国で事業展開を行っており、グローバル
ネットワークとして世界各地に47の生産販売拠点と50以上の販
売拠点※を有し、地域のニーズに合わせた製品やサービスの提
供、効率的な生産体制、革新的な技術開発などによって、企業の
成長と地域社会への貢献を支えています。国内11工場、海外36
工場の生産拠点※でタイヤやゴム製品の製造が行われ、現地の
需要に十分に応えるだけの生産能力を提供しています。日本だ
けでなく、アジア、ヨーロッパ、アメリカなど、世界各地に生産拠
点を持つことで、地域ごとの要求に対応しています。2022年は、
YOHTの生産能力増強のため、新しく建設したインドのヴィシャカ

パトナム工場で生産を開始しました。2024年はさらに乗用車の
生産ラインも増強予定です。
　グローバルでのセールスネットワークは、販売拠点、代理店、
ディストリビューターなどが含まれており、世界中の自動車メー
カーや一般消費者、事業者に向けて製品を提供しています。セー
ルスネットワークを通じて、横浜ゴムは多くの地域で製品と、市場
ニーズに合わせた販売戦略を展開しています。さらに、自動車
メーカーや部品サプライヤー、研究機関、大学などとパートナー
シップを構築し、連携を図っています。これにより競争の激しい
グローバル市場においていち早く環境に対応し、製品や販売に反
映できる体制を整えています。
※ 2023年8月1日現在


